
府中市自然環境調査　野鳥 202１年度 ３月 観察場所：武蔵台公園　　観察時間：9時30分～11時10分
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番号 科 晴 曇 晴 小雨 晴 曇 晴 晴 晴 晴 晴 晴

1 ｶﾓ ｶﾙｶﾞﾓ 2 1 2

2 ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ 5 2 2 2 4 1 2 2 2 2 10 24

3 ｳ ｶﾜｳ 3 1 3

4 ｻｷﾞ ｱｵｻｷﾞ 1 1 1

5 ｻｷﾞ ﾀﾞｲｻｷﾞ 1 1 1

6 ｶｯｺｳ ﾂﾂﾄﾞﾘ ・ 0 0

7 トビ ﾄﾋﾞ ○ 0 0

8 ﾀｶ ﾂﾐ VU 1 1 2 2

9 ﾀｶ ﾊｲﾀｶ VU 0 0

10 ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ 2 2 5 1 1 2 3 4 2 3 10 25

11 ｷﾂﾂｷ ｱｶｹﾞﾗ ○ 0 0

12 ｷﾂﾂｷ ｱｵｹﾞﾗ ○ 1 2 1 1 1 1 1 7 8

13 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ VU 0 0

14 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ VU 0 0

15 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ VU 1 1 2 2

16 ｶﾗｽ ｶｹｽ 0 0

17 ｶﾗｽ ｵﾅｶﾞ NT 1 3 6 8 4 18

18 ｶﾗｽ ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 3 3 2 2 2 2 3 4 2 2 3 2 12 30

19 ｶﾗｽ ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 6 8 10 7 9 17 5 6 5 3 4 14 12 94

20 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ ○ 2 1 2

21 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｼｼﾞｭｳｶﾗ 12 10 36 9 9 12 15 14 15 13 10 145 　 

22 ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ 2 2 2 4

23 ﾂﾊﾞﾒ ｲﾜﾂﾊﾞﾒ NT 0 0

24 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ 22 11 22 14 3 32 34 34 16 16 16 11 220

25 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ ○ 4 5 6 2 4 4 1 1 2 9 29

26 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ NT 3 15 10 3 28

27 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ 5 6 1 3 2 8 25 10 4 9 64

28 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ 12 16 15 3 43

29 ﾋﾞﾀｷ ｼﾛﾊﾗ 2 1 2 3

30 ﾋﾞﾀｷ ﾂｸﾞﾐ 1 1 1

31 ﾋﾀｷ ﾙﾘﾋﾞﾀｷ 0 0

32 ﾋﾞﾀｷ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ 1 1 2 2       

33 ﾋﾞﾀｷ ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ VU 0 0

34 ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ 2 6 2 8

35 ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ 1 1 1

36 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ 0 0

37 ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ 16 1 16

38 ｱﾄﾘ ｼﾒ 0 0

39 ｱﾄﾘ ｲｶﾙ NT 0 0

40 ﾎｵｼﾞﾛ ｱｵｼﾞ 0 0

観察種数　月　/　年

10 11 12 9 5 5 11 11 12 12 12 10 26

注１：表の最下段は月ごとの観察種数と年間の観察種数。

注２：名称欄記号は、2020年度東京都レッドデータ、北多摩のカテゴリー表示。

ヤマガラ エナガ

エナガ飛翔

コゲラ幼鳥 シジュウカラ幼鳥

コゲラ ジョウビタキ♀

ウグイス

ヒヨドリ幼鳥

月

4

武蔵台公園正面に来て、ササなどの下草が無く驚愕。ナラ枯れ樹木の伐採が進
み、明るい林内となった。樹上で囀るウグイスを含め４羽確認しホッとした。冬鳥の
シロハラ２羽を確認。

観察担当者 多田、橋本、宮島

近隣のプールに水が張られたのか、カルガモが上空を行き来した。ササの刈られ
た所にムクドリが集まって餌場になっていた。樹冠や繁った樹上、藪の中から声が
しきりに聞こえ、姿は見にくかった。
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シロハラ

観察月

観察日

　　　       天気
名称

シジュウカラ、ヒヨドリ、メジロ、コゲラの幼鳥を確認。羽の色が淡く、ボサボサ感が
ある。この時期、巣立ちをしたばかりのようで、警戒心が薄く、採餌をしていた。巣
の中にハシブトガラスの親鳥が見え、巣立ちはまだのようだった。

雨でもウグイスの声は良く響き、シジュウカラは枝先を忙しそうに動き回っていた。
上空をツバメが飛び交い、雨を味方につけているようだ。アズマネザサが伸び始め
ていた。ムクドリが１羽も確認出来なかった。
33.5℃,快晴の真夏日。活動している個体は目視および鳴声で殆ど認められず、カ
ラスの鳴く声および飛翔が目立った。観察種数は5種と今年度で最低の中、薄暗く
背の高い木立の中でアオゲラ(成オス)を認めた。
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縄張り争いか、カラスの鳴声が煩いぐらい多かった。今シーズン初のあまり上手でない
ウグイスの初鳴きを確認した。猛禽類が２羽出現し、ツミは確認したが、もう１羽がオオ
タカと思われるが確かでないため記録には残さない。シジュウカラが藪の中で、昆虫を
探しているのか、盛んに嘴を枝にこすりつけていた。藪の重要性を再認識した。

メジロ

ムクドリ

メジロ幼鳥

21年度コメント
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雨明けの小春日和。今年度最多数のヒヨドリを見る。混群は無し。ウグイス(地鳴
き)を広範に認めた。地上40cmの叢にガビチョウの飛翔、頭部大の穴を突くコゲラ、
雲一つない上空にアオサギ及びダイサギを目撃。10月に確認した未完の洞には進
捗が無く、放棄したものと思われる。

小鳥の混群には出会えなかったが、ヒヨドリ、ムクドリの小集団での飛翔を観察。今
シーズン初のモズの高鳴きや、アオゲラの鳴声を確認。アオゲラが掘ったと思われる
未完成の木の穴を確認。木の下に木くずを確認。来月の観察時に再確認予定。

観察種数が5種と少ない中、オナガとハシブトガラスの集団を確認。オナガの集団
の中には、幼鳥が混じっていた。ハシブトガラスは、まだ熟していないミズキの実を
盛んに食べていた。

高木の常緑樹を注視して観察したが、近隣の方々から寄せられたフクロウ類は確
認できず。この冬、府中地域で冬鳥の観察が少なく、今日の武蔵台公園でも観察
できなかった。ツミ、アオゲラを久しぶりに観察できた。キジバトの食痕を発見した。
ガビチョウが健在なのは残念であった。

４月には笹刈りで地面が裸状態だったササ、アズマネザサが驚愕の成長を見せつ
けている。そのササの中にメジロの群れが出たり入ったりしていた。珍しくカワウが
上空を通過して行った。オナガが散らばりながらも同じ方向に移動しエサ取りをし
ていた。

ジョウビタキ♀との出会い、カワラヒワの集団が飛来、スギの樹に集まるシジュウカ
ラ、コゲラ、ヤマガラなど、風もなく暖かい気候の中で、昆虫を食べているようだ。サ
サが伸びてきた藪からシロハラが現れ、警戒音を発しながら飛び立った。従来から
棲んでいたササ藪の中にガビチョウ４羽を発見したが、ウグイスも健在のようだ。



外来種

観察月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

ｶﾜﾗﾊﾞﾄ 13 61

ｶﾞﾋﾞﾁｮｳ 2 2 2 2 4 4 1 1 2

ｿｳｼﾁｮｳ

ﾎﾝｾイｲﾝｺ 2

レッドリスト表示について

名称欄に東京都レッドリストのカテゴリー表示を行った。カテゴリー表示の条件を以下に示す。

2020年版　東京都レッドリスト

対象地域　北多摩の評価による

VU

ランク外

非分布

○

・

カテゴリー名称 表示

絶滅危惧ⅠA類 CR

準絶滅危惧 NT

絶滅危惧ⅠB類 EN

絶滅危惧Ⅱ類

主要な生息地でないという理由から対象外とされた種

前回２０１０年版に掲載されていて今回の改定によりレッドリストから外れた種

現時点での絶滅危険度は小さいが、生育・生息条件の変化によっては「絶滅危惧」としての
上位ランクに移行する要素を有するもの

ごく近い将来における野生で絶滅の危険性が極めて高いもの

基本概念

現在の状況をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶滅危惧Ⅰ類」のラ
ンクに移行することが確実と考えられるもの

ⅠA類ほどではないが、ごく近い将来における野生で絶滅の危険性の高いもの


